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「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指す授業改善の在り方に関する研究
一低学年における統計指導を通してー
国井大介＊
研究の要約
2017年 3月に新たに学習指導要領（2017a）が告示され，これからの教育の向
かつてし、く方向性として，「資質・能力の育成」や「主体的・対話的で深い学びの
伴った授業Jが読み取れる。
また，中央教育審議会答申（2016a）から，「社会生活などの様々な場面におい
て，必要なデーターを収集して分析し，その傾向を踏まえて課題を解決したり意
思決定をしたりすること」が求められており，学習指導要領（2017a）では，新領域と
して，「データの活用Jが設定され，内容の系統や各学年での指導の重点、につい
て明確にされ，統計教育の充実が図られている。
情報化がめまぐるしく進むこの時代において，統計教育の在り方が重要視され
ている今日における，統計教育の初期指導の在り方と低学年における授業デザ
インについて提案していく。
Key-Words ：「主体的・対話的で深い学び」「統計指導Jf表とグラフ」
1 はじめに 指導要領においても，育成すべき資質・能力を
Alが私たちが想像する以上のスピードで進 以下に示す「三つの柱Jとして整理している。
化をとげ，これまで人間にしかできなし、と思われ (1) 何を知っているか，何ができるか
ていた仕事が，ロボットなどの機械にとって代わ （個別の知識・技能）
られようとしている。このような中，マイケル・ A
－オズボーン博士は，「未来の雇用J(2013）にお
いて，米国労働省のデータに基づいて702の職
種が今後どれだけコンピューター技術によって
自動化されるかを分析していった。その結果，今
後10～20年程度で，米国の総雇用者の約47
%の仕事が自動化されるリスクが高し、という結論
に至ったことを示唆した。今後， Alもますます，
進化を遂げていくことは容易に想像できる中，人
聞が学ぶことの本質的な意義やコンビューター
やロボットにはない，人間特有の強みを聞い直
し，これからの教育にはどのような能力が必要か
を考え直す必要がある。
2 学習指導要領の改訂
2017年に次期学習指導要領が告示された。
学校教育法第30条第2項において，学校教育
において重視すべき三要素は，「知識・技能J
「思考力・判断力・表現力」「主体的に学習に取
り組む態度jとされており，告示された次期学習
＊岡山市立津島小学校
(2) 知っていること・できることをどう使うか
（思考力・判断力・表現力等）
(3）どのように社会・世界と関わり，よりよい人
生を送るか （学びに向かう力・人間性等）
図1(教育課程部会総員lj・評価槻lj部会配布資料1P2) 
すなわち，子供たちが何を知っているかに加
え，知っていることをどう使って，どのように社会
・世界と関わり，よりよい人生を送るか」とし、うこと
である。そのために，子供たちに「知識・技能Jを
? ? ???
身につけさせると同時に，「思考力・判断力・表
現力等」と「学びに向かう力・人間性等Jを総合
的に育む必要があるとされている。これらの資質
・能力を身につけ，生涯に渡って学び続けていく
ことができるようにするために，「主体的・対話的
で深い学びjの授業実践を推進することが求め
られており，本研究では，この「主体的・対話的
で深い学び」の実現に向けた授業改善のあり方
について研究を進めていく。
3算数科において求められる資質・能力
中央教育審議会答申（2016b）において，算数
・数学科におけるこれらの資質・能力が，小・中
・高の各学校段階において整理された。小学校
については，以下のように示されている。
(1) 知識・技能
・数量や図形などについての基礎的・基本的
な概念や性質などの理解
・日常の事象を数理的に表現・処理する技能
．数学的な問題解決に必要な知識
(2）思考力・判断力・表現力等
・日常の事象を数理的に捉え，見通しをもち
筋道を立てて考察する力
－基礎的・基本的な数量や図形の性質や計算
の仕方を見いだし，既習の内容と結びつけ
統合的に考えたり，そのことを基に発展的に
考えたりする力
－数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的
確に表したり，目的に応じて柔軟に表したり
するカ
(3）学びに向かう力・人間性等
－数量や図形についての感覚を豊かにすると
ともに，数学的に考えることや数理的な処理
のよさに気付き，算数の学習を進んで生活
や学習に活用しようとする態度
・数学的に表現・処理したことを振り返り，批判
的に検討しようとする態度
・問題解決などにおいて，よりよいものを求め
続けようとし抽象的に表現されたことを具体
的に表現しようとしたり，表現されたことをより
一般的に表現しようとするなど，多面的に考
えようとする態度
また，算数科における資質・能力の育成のた
めに重視すべき学習過程として，「疑問や聞い
の気付きJ，「問題の設定J，「問題の理解，解決
の計画j，「解決の実行J，「解決したことの検
討」，「解決過程や結果の振り返り」，「新たな疑
問や問いの気付き」が，例として示され，これら
の学習過程については，「自立的に，時に協働
的に行い，それぞれに主体的に取り組めるよう
にするJと示している。
4 『主体的・対話的で深い学び』
「主体的・対話的で深い学びjがどのような学
びかについては，中央教育審議会答申（2016a)
から以下のことを読み取ることができる。
(1) 『主体的な学び』
「主体的な学びJは，「学ぶことに興味や関心
を持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付
けながら，見通しをもって粘り強く取り組み，自己
の学習活動を振り返って次につなげる学び」と
読み取ることができる。
算数科において，児童自らが，課題の解決に
向けて見通しをもち，粘り強く取り組み，問題解
決の過程を振り返ったり，新たな問いを見いだし
たりするなどの「主体的な学び」を実現すること
が求められる。
(2) 「対話的な学び』
「対話的な学び」は，「子供同士の協働，教職
員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛か
りに考えること等を通じ，自己の考えを広げ深め
る学びjと読み取ることができる。
算数科において，事象を数学的な表現を用
いて論理的に説明したり，よりよい考えや事柄の
本質について話し合い，よりよい考えに高めたり
事柄の本質を明らかにしたりするなどの「対話的
な学びjを実現することが求められる。
(3) 「深い学び』
「深い学び」は，「習得・活用・探究という学び
の過程の中で，各教科等の特質に応じた「見方
・考え方jを働かせながら，知識を相互に関連付
けてより深く理解したり，情報を精査して考えを
形成したり，問題を見いだして解決策を考えた
り，思いや考えを基に創造したりすることに向か
? ???
う学び」と読み取ることができる。
算数科において，既習の算数・数学に関わる
事象や日常生活や社会に関わる事象につい
て，数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活
動を通して，新しい概念を形成したり，よりよい
方法を見いだしたりするなど，新たな知識・技能
を身に付け，知識の構造や思考，態度が変容
する「深い学びjを実現することが求められる。
(4）学習過程の質的改善
図2（教育課程部会総則・評価糊リ部会配布資料1P5) 
学習指導要領（2017a）では，学習過程の質的
な改善が求められている。上の図は，育成すべ
き資質・能力を身につけるために必要な学習過
程である「主体的な学び」「対話的な学び」「深い
学び」と関連づけた図である。「主体的な学びJ
「対話的な学びJ「深い学び」の3つの視点は，
学習過程の中で相互に関連し，影響を与え合い
ながら，育成すべき資質・能力の3つの柱を育成
してし、くのであり， 3つの視点を生かした学習過
程の質的改善が求められている。
5統計的な内容の充実
(1) 「D データの活用」の新設
中央教育審議会答申（2016a）において，新学
習指導要領における指導内容の充実に関して
いくつか示された。そのーっとして， f社会生活
などの様々な場面において，必要なデータを収
集して分析し，その傾向を踏まえて課題を解決
したり意思決定をしたりすることJが求められてお
り，そのような能力を育成するため，高等学校情
報化等との関連も図りつつ，小・中・高等学校教
育を通じて統計的な内容の改善について検討し
ていくことが必要である。（中央教育審議会答申
(2016a), P143)Jと示され，これを受けて，学習指
導要領（2017a）では，「D データの活用jが新領
域として設定され，内容の系統や各学年での指
導の重点について明確にしている。
(2）新領域 『D データの活用Jの内容
（ヱ盤は主な新設の内容を示す）
第
1 1 絵や図を用いた数量の表現
¥: 絵や図を用いた数量の表現
年
第
2 1 簡単な表やグラフ
学 簡単な表やグラフ
年
1 表と棒グラフ
第 データの分類整理と表／棒グラフの
3 特徴と用い方（内容の取り扱いに2最
学 小の目盛りが2,5などの棒グラフや
年 複数の棒グラフを組み合わせたグラ
フを追加）
第 1 データの分類整理
4 二つの観点から分類する方法／折れ
学 線グラフの特徴と用い方（内容の取り
年 扱いに，複数系列のグラフや組み合
わせたグラフを追加）
1 円グラフや帯グラフ
第 円グラフや帯グラフの特徴と用い方
5 ／統計的な問題解決の方法（内容の
《ザふAー 取り扱いに2複数の帯グラフを比べる
年 ことを追加）
2 測定値の平均
平均の意味
1データの考察
第 代表値の意味や求め方／度数分布
6 を表す表やグラフの特徴と用い方／
学 統計的な問題解決の方法
年 2 起こり得る場合
起こり得る場合
表1 小学校学習指導要領解説
算数編（2017),P12～15より抜粋
????
前回の学習指導要領解説算数科編（2008）に
おける「D数量関係」は，主として，「関数の考
え」「式の表現と読みJ「資料の整理と読みjの3
つの下位領域で構成されていた。しかし，新学
習指導要領では，従前の数量関係を「C変化と
関係」と「Dデータの活用」の2つの独立した領域
へと移行し直され，数量の変化や関係に着目し
た考察を重視するとともに統計教育の基礎を充
実されるようになっている。
データの活用が新設された意図として，統計
的な内容の充実を踏まえて，「身の回りの事象を
データから捉え，問題解決に生かす力j，「事象
を批判的に考察するカ」を育成したり，小学校と
中学校の統計教育をなだらかに接続できるよう
にしたりするためであることが，学習指導要領解
説算数科編（2017b）から読み取れる。
6 統計教育の重要性
ITが発達している現代において，私たちは，
溢れかえる情報から，目的に沿って素早く収集
・整理し，そして，適切に処理したものの中から，
新しい様々な情報を読み取っていくといった統
計教育の指導の在り方に対して，創意工夫を行
うことが必要となってくる。
統計の知識・技能や統計的な見方・考え方，
そして，統計の利用はこれからの世の中におい
て必要不可欠である。また，小学校生活におい
ても算数科だけでなく，その他の教科の学習や
総合的な学習・特別活動などにおいてもきわめ
て重要となっている。教育活動の集団（集合）に
ついての特徴や傾向を把握・解釈し，問題を解
決していく際に，統計的な知識・技能だけでな
く，この統計的な見方・考え方が活用されてい
く。新学習指導要領においても，統計教育の充
実がなされていることからも，統計教育の重要性
が見て取れ，小学校の統計教育の在り方につい
て見直すことは今日的に大変意義があることと
考えられる。
7統計教育の索地指導の在り方
(1)統計教育における学習過程
統計教育において，統計的な見方・考え方を
育成していくための問題解決過程は，①目的，
②収集，③分類整理，④統計処理，⑤判断（読
み取り）といった過程をたどることが重要で、ある。
この統計教育の問題解決過程をもう少し具体的
に示すと，一般的に次のような活動の流れをた
どっていくと考えている。
①「解決したい課題を明らかにし，目的意識を
もつこと」
②「目的に沿った資料（情報）を収集すること」
③「収集した資料（情報）を分類整理すること」
④「整理した資料（情報）を表やグラフに表現す
ること」
⑤『表現した表やグラフから傾向をよみ取り，課
題を解決すること」
⑥「表現した表やグラフのよさを感得させることJ
これらの解決過程を低学年の内から繰り返
し，中学年・高学年へと繋げていくことが大切で
ある。その上で，後述する低学年での統計教育
の問題点を解消していくことがこれからの統計教
育には必要となってくる。つまり，これらの①～＠
の問題解決過程に，身近な生活から統計をとる
としりた経験や，表や絵グラフ・Oグラフに表す
活動を豊かにすること，表やグラフのよさを感得
させることが低学年における統計教育の素地指
導になると考えている。
(2）表やグラフの初期指導
表やグラフの初期指導は，単に，縦や横の線
で枠を作ったり，縦軸・横軸を設けたりといった
表やグラフを知り，かいたり読んだりすることから
始まるものではなし、ことに注意を払わなければな
らない。
表・グラフの初期指導は，児童の興味・関心に
あった，事象における一定の集まり（集合）を認
め，その集合の要素の個数を求めていくことから
出発してし、く。そして，このように集合を作った
り，求めたりする過程を通して，表・グラフの指導
が始まってし、くのである。つまり，集合を認識し，
その集合の要素の個数を求めた際に，絵やOと
いった記号で表したり，よんだりする段階から始
まってしてのである。
8 問題の所在
(1)統計教育の問題点
現在の統計教育では，教師から与えられた資
料や教科書に記載された資料について，表やグ
ラフに表したり，平均を求めたりなどといった，ど
ちらかと言えば技能的な側面を習得させることに
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教師のカが注がれている。また，教師の示す観
点、に沿って分類整理したり，統計処理したりして
いることが非常に多いため，自分が行った分類
整理や統計処理が本当に正しい方法なのかを
検討せずに進んでいき，本当の意味で統計的
な見方や考え方が身に付いたとは言いがたいこ
とが統計教育の問題点と言えよう。
(2）低学年における統計教育の問題点
前述した統計教育の問題点を，「低学年にお
ける問題点」と言う視点で掘り下げて見てみると
3つの点について問題があると考えている。
1点目は，「統計するといった経験をほとんど、
していなしリという点である。例えば，「クラスでみ
んなの好きな遊びは何か調べてみる。」「クラス
のみんなの好きな食べ物は何か調べてみる。 j
「クラスで誕生日は何月が多いのか調べてみ
る。 jなどといった自分の身近な生活から統計を
取るといった活動がほとんどなく，統計について
の豊かな経験をしていないことが問題である。
2点目は，「表や絵グラフ・Oグラフに表す経
験が乏しい」品、うことである。第2学年で表や絵
グラフ・Oグラフを指導することになるが，現在使
われているどの教科書も1時間程度での指導と
なっている。しかも，全ての教科書で第一単元と
なっており，慌ただしい学年始めの4月初旬での
指導であり，落ち着いて表やグラフに表すといっ
た活動を豊かにしているとはいいがたい。
3点目は，「表やグラフのよさを児童に感得さ
せていなし、Jと言う点である。表やグラフのよさを
感得しなければ，それを使ってみたいと思うはず
もなく，表で表した方がいいのかグラフで表して
いいのかといった判断もできない。
これら3つの問題点を解消できる統計指導の
在り方を探っていく必要がある。
9授業の実際
(1)単元名 『表とグラフ』（第2学年）
(2）単元目標
・進んで、統計を取ったり，表やグラフに表そうとし
たりする。
・表やグラフを見て，その特徴を考えることができる0
・表やグラフに表したり，よんだりすることができる0
．簡単な事柄の分類・整理の仕方を理解すること
ができる。
(3）単元計画（会2時間）
第1時 みんなが好きな遊びが何かを調べるた
めに統計を取り，簡潔に表すために分類
整理する方法を考え，分類整理された簡
易なグラフや表から特徴を読み取る。
第2時 自分たちの調べたい内容について統
計を取り，簡易な表やグラフに表し，特徴
を読み取る。
(4）授業の実際（第1時目）
身近な内容を題材とした統計を取る活動
を行う。 （統計を取る経験・目的意識）
「クラスのみんなが好きな遊びは何だろ
う。」と問いかけ，課題を解決するために，統
計を取って調べるとし、う目的意識をもちやす
くする。
「みんなが好きな遊びは何だと思う？」と問い
かけると，「ドッチボールJ「おにごっこ」「ながな
わ」「フルーツバスケット」「はんかちおとし」
「シュー トゲー ムJ「ばななおに」など様々な遊び
が予想として挙げられた。しかし，どれが一番多
いのかはっきりしないことから，クラスのみんなが
好きな遊びが何かをはっきりさせるためにはどう
すればよいか話し合わせたところ，「自分が好き
な遊びに手を挙げて数える。」「自分が好きな遊
びを紙に書いてその数を調べる。」とし、った意見
が出た。そこで，自分が好きな遊びを1つだけ紙
に書いて調べることで，みんなが一番好きな遊
びをはっきりさせるとし、う目的意識をもたせるよう
にしていった。
大きさが違う紙に好きな遊びを書く。
（情報収集）
簡易なグラフとして積み上げていく際，隣
のカードの位置をそろえないと，高さで比較
できないことに気づきゃすくする。
好きな遊びを紙に書く際，配布する紙の大き
さは同じ大きさのものでなく，大きいものと小さい
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ものを混ぜた状態にしていった。こうすることで，
簡易なグラフとして，紙を積み上げていった際
に，横とそろえて比べていかなければ特徴をつ
かむことができないことに気づきゃすくするため
である。
写真1
書いた児童から黒板に貼っていく。
（情報収集・分類整理）
分類整理すると比較しやすくなることに気
づきやすくする。
写真2
書けた児童から黒板に貼らすようにさせ，あえ
て，バラバラな状態をつくった。その上で，「みん
なが好きな遊びは何と言えばいし、かな。」と問い
かけた。
c ドッチボールが多い気がする。
c ぼくもそう思う。
c おにご、っこも多い気がする。
c 長なわも多い気がするよ・・・
T なんで、はっきりしないの？
c バラバラになっているから分かりにくい。数え
lこくし、し・・・。
c 同じものどうしに並び替えたらすぐ分かるよ。
先生，並びかえてよ。
T なぜ，並び替えたらいいの？
c バラバラになっているから分かりにくいんだ
から，同じもの同士にすると，どれが多いのか
見て分かりやすくなるから。
c ぼくも，同じもので固めた方が分かりゃすい
と思うから，先生，並び替えてよ。
並び替えたら「何が多いか分かりゃすく，見た
だけではっきりするJという意見にまとまってきた
ところで，カードを並び替え，分類整理していっ
た。
T 並び替えたらはっきりしたかな？
c I番はド、ッチボール。みんなが好きな遊びは
ドッチボー ノレだ、よ。
c ド、ッチボー ルが好きな人がすごく多い。??????? ?? ?? ???? ??? ?
??
??? ??
?．
T なぜ，ドッチボールとすぐ分かったの？
c だ、って，二列になってるし，一番長い。数え
なくても分かる。
c 高さを見たらすぐ分かる。
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T すごいね。高さを見ただけで分かるんだね。
2番目は何かな？
c 2番目は長なわ。おにご、っこより高い。
c ちがうよ。おにごっこの方が多いよ。
c 長なわの方がおにごっこより高いから長なわ
だよ。
c 数えてみてよ。おにごっこが8で，長なわが7
だから，おにごっこの方が多い。
T みんな，高さで分かるって言ったよ。長なわ
の方がおにごっこより高し、から，長なわの方が
多いんじゃないの？
c でも，数えたらおにごっこの方が多い。
c 先生，カードの大きさが違うからだよ。大きい
のと小さいのがある。だから，長なわの方が少
ないのに高くなってる。
c 数は，おにごっこの方が多いから， 2番目は
おにごっこだ。
T このままだと，先生や何人かのように勘違い
する人がいるよね。ぱっと見て高さで分かるよう
にできなし、かな？
c カードの大きさをを同じにすればいい。
c 隙間もあけたらだめだよ。隙聞があいてると，
少ないのに高くなる。
c 大きさをそろえなくても，カードとカードのと
なりをそろえたらいいと思う。
c ちゃんと横をそろえたら，大きさは違ってもで
きそう。
c 横をそろえて並べたら大丈夫（多数）。
このように話し合えたところで，結果をぱっと見
て分かるようにノートに直すようにさせていっ
た。
分類整理したものを表現する。（表現）
表やOグラフに表す経験をもたせる。
始めに，「Oの中の字がかけません。 Jという質
問が出たので，全ての児童に，「どうしたらし、いと
思う？Jと問いかけたところ，「始めの文字だけO
の中に書けばいい。」「最初にドッチボールとか
けば， 0の中に字をかかなくても，そこあるOは
ドッチボールと分かる。 jといった児童の意見が
出た。この意見をもとに児童は見通しをもつこと
ができ，それぞれのノートに分類整理したものを
写真4
表現した簡易なグラフや表から特徴と傾向
を読み取る。 （課題解決）
表現した簡易なグラフや表を TVにうつ
し，特徴を話し合う中で，それぞれの表現の
よさに気づきゃすくする。
写真5
写真6
????
写真7
T ぱっと見てどんなことが分かる？
c ドッチボールが一番多いです。
c 長なわよりおにごっこの方が多かった。
c みんなが好きな遊びは， 1位ド、ッチボー ル， 2
位おにごっこ， 3位長なわ， 4位フノレー ツバス
ケット， 5位ばななおにです。
c ドッチボールがすごく人気だとし、うことが分
かった。
問題が解決したところで，児童達が表現したも
のに格子状に線をつけたしたものを，「表やグラ
フということJ「表やグラフには表題をつけること」
としりた表やグラフの用語や説明を行った。
表やグラフのよさの感得
表現した表やグラフのよさはどんなところ
かを話し合わせることで，これらのよさに気づ
かせる。
「表やグラフのよさは何だろうJと問いかけ表や
グラフのよさについて考えさせた。
c グラフはOをかいて，長さで分かるので，一
番多いのや少ないのが見ただけで分かる。
c どちらが多いかもすぐ分かる。
c 表は数字だから数えなくても分かる。
c 表は数字だから，他といくつ違うかがすぐ分
かる。
表やグラフのよさに気づいたところで，「次は，
クラスの何を調べていきたい？」と問し、かけた。
「クラスの好きな食べ物」「クラスの好きな色」「クラ
スの誕生日では何月に生まれた人が多いか」な
どが挙がった。「次は，これらについて調べて，
表やグラフに表していこうね。」と投げかけ，統計
を取ることや表やグラフに表すこと・よみ取ること
に興味関d心をもたせ授業を終えた。
1 0省察
(1)成果
統計をとるという経験が圧倒的に不足している
という問題点のもと，第2時では，「クラスの好き
なくだもの」と「クラスのみんなの誕生日jを子供
たちと統計をとり，表やグPラフに表す活動を行っ
た。統計をとって表に表したものをグラフに表す
活動では，無理なくOグラフに表せたり， 0の高
さをそろえて表すことができていた。
また，作ったグ、ラフの高さを見て，すぐに「1番
多いのは・・・Jだとか「一番少ないのは・・・」とい
う発言も無理なく見られ，第1時の活動が生きて
いたと考えられる。何よりも意欲的に統計を取る
活動に取り組み，表やグラフに表し，クラスの特
徴を知ること（分析すること）を楽しんでいる姿が
印象的であった。
(2）課題
今回，絵グラフからでなく， Oグ、ラフから入って
いった。考察して見ると，絵グラフよりも抽象度の
高いOグ、ラフからいきなり入っても，大きな問題
はないように感じた。しかし，児童の統計指導の
初期段階とし、うことからも，急がず，絵グラフから
入った方がよかったので、はないかとし、う感じもし
ている。そうすることで，抽象度という観点だけで
なく，統計を取ってみたいという児童の興味・関
心も， Oグ、ラフから入っていくよりもぐっと高まる
のではなし、かと考えている。
(3）省察を受けての新たな授業デザインの概要
写真8
前述した課題を解消し，急がず，写真8のよう
な児童自身が実際に画いた絵カードを使った
「絵グラフ」をOグラフの前に取り入れた授業デ
ザインの概要を考えてみた。
? ???
第1時では，自分の好きな遊びを絵カードに
書き，それぞれ大きさの違うカードにかかれた絵
（絵カー ド）を，黒板に貼ってし、く。その際，でき
あがった児童から貼らせていくことで，統計を取
るためには，分類整理する必要があることに気
づかせる。次いで，並べていく際には，大きさの
違うカードではなく，同じ大きさのカードでなくて
はいけないことに気づかせる。そして，グラフや
表について知り，それらから特徴を考察し，表や
グラフのよさを話し合わせるという展開で第1時
を終える。
第2時では，児童のクラスの知りたいことにつ
いて統計をとり，グラフに表す活動を取り入れ
る。「調べて（統計を取って），グラフに表すたび
に，毎回「絵カードjを作らないといけないか
な？」と問いかけ，子供たちに話し合わせること
で，「絵」でなくもっと簡易なOなどの記号でよい
ことに気づかせ，統計をとったものをOグラフで
表す活動や表に表す活動を行い，統計をもっと
取って，グラフや表に表したし、という意欲を持た
せる展開にして第2時を終える。
大まかに言えば，本実践での第1時と絵グラフ
と表を扱った指導。第2時をOグラフと表を扱っ
た指導ということになる。この改善した授業デザ
インが「児童の発達段階にどうであったか」や「本
実践と本実践を受けての改善案を比較してどう
で、あったかJなどを検証していくことが今後の課
題の一つである。
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